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１．生物共生護岸の概要 

沿岸域では、これまでその多くが鋼矢板の直立護岸方式で整

備されています。しかし近年、護岸の老朽化および耐震補強や

大深度への改修など護岸のリニューアルが進められています。

これまでの護岸では利用および防災面の機能性のみが求められ

ていましたが、自然環境回復の観点から、生物生息や生産、水

質浄化機能などを持つ生物との共生に配慮した護岸整備が求め

られています。 

生物共生護岸は、従来の護岸機能に、生物生息機能等の自然環境機能を護岸の一部として付加すること

により、水生植物や水生生物の生育・生息の場の確保が可能となるように、所々に潮だまりや捨て石を配

することで成り立っています。 

五洋建設では、潮だまりや捨て石の有効性を実海域における実験施設において確認することができまし

たのでここに発表いたします。 

 

２．生物共生護岸の機能 

生物共生護岸は自然環境機能を護岸の一部として付加することにより、機能を発揮することとなります。

生物共生護岸が有する機能について以下に記します。 

▽ ：地形や潮汐等に応じた様々な生物の生息域を提供します。 

◇波･流れの穏やかな場所がつくられ、静穏な場所を好む生物が生育可能となります。 

◇干潮時も水が保持され、乾燥に弱い生物、急な温度変化に弱い生物でも生息可能となります。 

◇表面積の広い場所がつくられ、付着生物にとっては付着しやすくなります。 

▽ ：付着性の海生生物は水質浄化機能があります。 

◇懸濁物質の濾過、バクテリア分解や食物連鎖を通じた有機物から無機物への自浄作用などがあります。 

▽ ：静穏な場所で生物生産を支えます。 

◇ヨシや付着藻類等の光合成による栄養が、付着生物を育みます。 

◇稚魚の餌場として利用されます。 

 また、生物共生護岸の としては、 

▽老朽化した既設鋼矢板護岸の耐久性が向上します。 

▽自然とふれあいやすい護岸で が向上します。 

▽護岸の が向上します。 などがあります。 

 

３．現地実証実験について 

現地実証試験は千葉県市川市地先にある五洋建

設株式会社社有地護岸前面に、15m 20m の実験施

設を設置し行っています（2004 年４月より）。実

験施設は、AP+1.6m、+1.3m、+1.0m、+0.7m、+0.4m

の天端高を有する階段状の鋼製水槽群（幅 500～

1000 長さ1200 深さ300mm）を配置しています。

鋼製水槽は、海水を溜めるタイドプール構造のものと、水槽に孔あけ加工したものを配置し、中に石積み

や多孔質ブロックを設置しています。これにより、地盤高、基質によるタイドプールの効果を検証するこ

とが可能となっています。 

実験実施場所
（20m 15m）
実験実施場所
（20m 15m）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．結果概要 

 設置後の生物生息状況を調査したところ、鋼製

棚には、既存護岸でみられたマガキ、タテジマフ

ジツボ等の生物に加え、マハゼやサヨリの稚魚、

カニ類やヨコエビ類、ユウレイボヤ、カンザイシ

ゴカイなど、既存護岸で確認されなかった生物の

生息も確認されました。生物共生護岸の設置でタ

イドプールや石積み、日陰など多様な空間が新た

に生まれ、生物の生息環境が整ったことによるも

のと考えられます。また、タイドプールを配置す

ることにより乾燥に弱い生物の生息が可能になり

生物多様性が向上することが明らかとなりました。 

 

 

 

 

 

 

５．生物共生護岸のタイプ 

 生物共生護岸は直立護岸改修お

よび補強時に護岸として設置する

ことを基本としており、護岸前面

部の利用状況により前面へ張り出

し、材質などが異なります。構造

様式は捨て石築堤タイプ、ブロッ

クタイプ等が考えられます。また、

桟橋形式の護岸の場合、桟橋下部

に生物共生護岸のコンセプトを有

した構造にすることも可能となっ

ています。なお、桟橋下部へ配置

する生物共生護岸は、千葉港葛南

中央地区岸壁（－１２ｍ）におけ

る環境共生型構造として実証実験

を行う施設として提案しています。 
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生物共生護岸について

H



高度経済成長期を中心に、三大都市圏の沿岸域では、
鋼矢板などによる直立 が多く進められてきた。

鋼矢板の直立護岸イメージ

現在は自然環境回復の観点から、

生物との共生に配慮した護岸が求められている

老朽化した鋼矢板の直立護岸





▽水質浄化機能

◇懸濁物質の濾過
◇バクテリア分解
◇食物連鎖を通じた有機物から無機物への自浄作用

付着性海生生物の水質浄化機能を活用

▽生物生産機能 静穏な場所で生物生産を支える

◇光合成による栄養が付着生物を育成
◇稚魚の餌場

▽生物生息機能 様々な生物の生息域を提供

◇静穏な場所を好む生物が生育可能
◇乾燥に弱い、急な温度変化に弱い生物でも生息可能
◇付着生物にとっては付着しやすい



▽護岸の景観が向上

▽自然とふれあいやすい護岸

▽老朽化した既設鋼矢板護岸の耐久性向上



実験施設位置

実験実施場所
（20m 15m）
実験実施場所
（20m 15m）

実海域における機能確認実験



浅場実験

タイドプール実験

実験施設平面図



多段式実験

実験施設断面図



多孔質素材付タイドプール

石積みタイドプール

石積み



• タイドプールの効果確認

タイドプール構造にする事による生物相の変化

• 付着基質に関する確認

付着基質の差による付着生物の付着状況

• 遮光の影響の確認

桟橋下部などを想定した場合の検証

主たる確認項目
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タイドプール内、基質の違いによる固着生物被度（夏期）
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実験施設で見られた生物①



実験施設で見られた生物②



実験施設で見られた生物③



▽捨石築堤タイプ

所々にタイドプールや泥だまりを
配置した捨石による築堤

▽ブロックタイプ

・プランター+ミニ干潟型

ヨシ等の水生植物の植栽スペースや
干潟の機能を持つブロック

護岸前面に生物や水、空気が出入り
できる隙間を持つブロック

・パネル型

捨石築堤タイプ例

ブロックタイプ実験例



波浪による浸食により、くぼ
み,ひさしなど複雑な形状を
持つ。磯場は、フジツボなど
付着生物やカニ等の生息場
として重要である。

干潮時に露出する砂泥質
の平坦な地形。生物生息、
水質浄化等の機能を持つ。
地盤高が高い部分には、塩
性植物の生育も期待できる。

潮間帯から後背地に分布
する植物の生育場所。植物
による水質浄化効果が期待
される。

潮間帯に形成される浅
い池。干潮時に出現して
満潮時に水没する。稚魚
やエビなどの生息に適す
る。



捨石築堤タイプ生物共生護岸

捨石築堤タイプ親水性生物共生護岸

ブロックタイプ生物共生護岸





都市圏湾奥部に周辺河川か
ら富栄養な淡水が流入

生物生息機能の低下

生 物 共 生 護 岸

魚のシェルターに 深部での脱落解消に

水質浄化機能の低下




